
（歳入）　地方消費税交付金（社会保障財源化分） 千円

（歳出）　社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費 千円

【社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費】 （単位：千円）

国県支出金 市債 その他

地方消費税
交付金

（社会保障
財源化分）

その他

子ども医療費助成に要する経費
（子ども医療費助成金）

348,255 102,478 0 15,000 72,277 158,500

児童手当に要する経費
（児童手当）

1,581,085 1,340,799 0 0 75,255 165,031

施設型給付に要する経費
（管内民間保育所運営委託）

937,793 628,668 0 108,434 62,854 137,837

生活保護に要する経費
（生活保護費）

2,640,111 2,036,568 0 0 189,022 414,521

小　計 5,507,244 4,108,513 0 123,434 399,408 875,889

国民健康保険特別会計繰出金
（国民健康保険特別会計繰出金）

817,325 338,107 0 0 150,085 329,133

介護保険特別会計繰出金
（介護保険特別会計繰出金）

1,507,906 94,743 0 20 442,579 970,564

後期高齢者医療費負担金に要する経費
（療養給付費負担金）

1,088,980 0 0 0 341,055 747,925

小　計 3,414,211 432,850 0 20 933,719 2,047,622

予防接種に要する経費
（各種予防接種）

360,184 4,792 0 66,400 90,509 198,483

小　計 360,184 4,792 0 66,400 90,509 198,483

9,281,639 4,546,155 0 189,854 1,423,636 3,121,994

令和５年度当初予算における地方消費税交付金（社会保障財源化分）
が充てられる社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費

　消費税率は、平成26年4月1日に5％から8％、令和元年10月1日に8％から10％に引上げられました。消費
税率引上げの趣旨は、今後も増加が見込まれる「社会保障４経費」の財源確保にあることから、増収分に
ついては、その使途を明確にし、全額を「社会保障４経費」「社会保障施策に要する経費」に充てる旨が
地方税法に明記されました。
　これを踏まえ、鎌ケ谷市では、地方消費税交付金（社会保障財源化分）について、次のとおり充当する
こととしています。

※「社会保障４経費」とは、
　制度として確立された年金、医療及び介護の社会保障給付並びに少子化に対処するための施策に要する
経費
※「社会保障施策に要する経費」とは、
①社会福祉（生活保護、児童福祉、母子福祉、高齢者福祉など）
②社会保険（国民健康保険、介護保険、年金など）
③保健衛生（医療費に係る施策、感染症その他の疾病予防対策、健康増進対策など）

1,423,636

9,281,639

事業名
令和５年度
当初予算額

財源内訳

特定財源 一般財源

社会福祉

社会保険

保健衛生

合　計


